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原画製作者のコメント

この原画は青陵のホームページにあった今年４月
の桜の写真をもとにしました。構図が写真としても
絵としてもとても素敵だったため参考にしました。
また，一番工夫した点は桜の目立たせ方です。今回
のモザイクアートでは，完成形がとても大きなサイ
ズになるので，写真のままだと桜の存在感が消えて
しまい，春を表現することが難しくなってしまいま
す。そのため写真よりもかなり大きくして桜の印象
を強くしました。原画がなかなかうまくいかず，何
回も書き直し大変でしたが，モザイクアートができ
あがったときはとてもうれしかったです。

テーマが夏ということだったので，天井を
宇宙に見立てたり海をイメージした床を描い
たりしました。また，夏の風物詩である花火
を打ち上げて教室をきれいに彩りました。そ
して黒板から生える木を描きました。黒板の
中が青陵の森につながっているという設定で
す。このモザイクアートで青陵の夏をお楽し
み下さい。

この絵は秋の紅葉に包まれている６段の短
い階段をテーマにしたものです。６段の階段
は青陵でのステップアップを意味していて，
６段目を登った先には明るい未来が待ってい
ます。その先の明るい未来を手に入れるため
に，一つ一つの学びを大切に，青陵生として
の自覚を持って，一歩ずつ着実に階段を上っ
ていってほしいという願いを込めて描きまし
た。この絵を見て，この願いが皆さんの心に
響いてくれればうれしいです。

この絵は１月の青陵の正門の雪景色と朝日を
もとにして描いたものです。青陵の冬，私た
ちにとってまだ一度しか体験したことがない
のですが，そのときの一瞬の景色の美しさが
皆さんに伝わればうれしいです。



表面の４つの絵は，青陵祭での展示発表用に各クラスで作成したモザイクアートです。
各クラスごとに「青陵の四季」を表現しました。１組は「夏」，２組は「冬」，３組は「春」，

４組は「秋」を担当し，それぞれのクラスがすばらしい原画を描いてきてくれました。
各クラスの原画を 先生がモザイク化して，クラス全員の共同作業で１枚のモザイク

アートを完成させました。完成すると各クラスで「お～～っ！」という歓声が上がってい
ました。クラスメイトが協力してひとつのものを作り上げるということはとても価値のあ
ることです。昨年度は，多くの行事が中止となり，個々人での活動が主となっていました

が，今年度からは，コロナ感染症への対策を講じ，みんなで協力して大きなことを成し遂
げる経験ができつつあります。頭ではわかっていても，実際に体験するとしないでは大違
いです。机上での勉強に加え，学校生活の中での様々な経験を通して，「社会で生き抜く
力」も身につけてほしいと思います。

みんなで協力してひとつの作品を作ることがで
きました。これを１人で色を塗ろうと思ったら，
気の遠くなるような時間と労力が必要になります
ね。日常生活でも，給食や清掃など「協力」して
行う活動がたくさんあります。大切な価値観とし

て，みなさんの心にとどめておいてくださいね。

←原画の設計図
各クラスの原画は３６枚のパーツに分割され，

１ｃｍ四方のマスに色の指定がされています。
初めは，マスに色が書かれている紙を渡され

るので，どんな絵になるのかはまったくわから
ない状態で着色を始めることになります。

↑着色の作業
プロッキー（マジック）を使ってマス目を指定の色で，丁寧に塗っていきます。人

によって，塗るマスの数が違い，たくさん塗らなければならない人は大変でした。大

変な人は７０分以上かかりましたが，高い集中力でやり遂げてくれました。

←各パーツを組み合わせる
着色が終わったら，各パーツを組み合わせて

いきます。だんだん絵ができあがっていき，大
変だった色塗りの苦労が報われていきます。


